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はじめに 

 

災害発生頻度の高まりとともに、公的機関による支援、特に発災直後の支援の限界が明らか

になりつつあり、自助・共助の重要性が唱えられるようになった。共助では、近隣住民との日

頃からのコミュニケーションやお互いの存在自体の認識が大切であるとされ、各地域で自主防

災組織が主体となり防災活動が行われているが、自主防災組織の母体である自治会等の高齢化

や人手不足および地域のつながりの希薄化が課題となっている。 

一方で、「人生 100 年時代」へ向けた健康寿命の延伸方法の一つとしてスポーツの実施への

関心が高まり、成人のスポーツ実施率は増加していることがスポーツ庁の報告1で明らかにされ

ている。体力的な備えを持つスポーツ実施者が、スポーツを通じて他者とコミュニケーション

を図るように、近隣住民とコミュニケーションを取り、災害に関する知識を備える努力をする

ことで、災害発生時に大きな力を発揮できるのではないか、また、そのような人が地域に増え

ることで地域の防災力が向上するのではないかと考え、我々は、2018 年度より防災とスポーツ

を組み合わせる研究に取り組んできた。 

今年度はスポーツコミュニティが地域の防災に寄与できる可能性があるという仮説を基に、

地域での実践に取り組んでいる。特に、この活動が地域で展開していくための課題を探るとい

う点に着目した。 

防災とスポーツを組み合わせる試みに関心をもってくれる方は多いものの、その実施（ワー

クショップ）に関しては、参加者を集めることの困難さを指摘する方が多かった。外出の機会

が少なくなった高齢者や、地域との関係性が薄くなりつつある若者、そして地域との繋がり方

が分からない外国人在住者の存在が明らかになり、いかに彼らの参加を促すかが課題の一つで

あることが分かった。 

今後、多種多様な余暇の使い方におけるスポーツへの関心の高まりを利用し、スポーツと組

み合わせた防災活動やスポーツコミュニティへの防災活動の取り込みが浸透し、ひいては地域

防災力の向上が高まることを願っている。 

 

 

 

 

 

  

                                                        

1 スポーツ庁「平成 30 年度スポーツの実施状況等に関する世論調査｣https://www.mext.go.jp/sports/content/1413747_001_1.pdf 
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目的 

本研究は、昨年度取り組んだ地域のスポーツコミュニティを防災に生かす調査研究の深化を

図るために行ったフォローアップ研究である。昨年度は、まずスポーツコミュニティが防災に

寄与する可能性の理論的検証を行い、次に地域の自主防災活動の実態と課題に対するスポーツ

コミュニティの役割を明らかにするとともに、地域の自主防災組織との連携活発化を意識した

ワークショップを企画、開催した。今年度は、聞き取り調査や地域防災訓練でのワークショッ

プ開催など、地域での実践を通して、水平展開していくための課題を洗い出すことを主眼に置

いた。 

本研究の活動項目は、昨年度の調査研究を経て生まれた「防災×スポーツ」という概念の整

理、地域コミュニティ関係者らへの聞き取り調査と並行して取り組んだ「防災×スポーツ」ア

クティビティメニューの検討、および地域防災訓練の一環として実施した「防災×スポーツ」

ワークショップなどとなる。 
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１.「防災×スポーツ」概念の整理 

（１）「防災×スポーツ」概念の整理 

まず、本研究のテーマである「防災×スポーツ」の概念を整理した上で図式化する。 

スポーツは、人のつながり等を示すソーシャル・キャピタル2の構築に影響を与えることか

ら、スポーツコミュニティ（スポーツをする人の集まり）が、国の防災教育のねらいとして挙

げられている「備え」「つながり」「知識」にいかに寄与しうるかを検討した。その結果、スポ

ーツコミュニティが、「判断力・行動力」、「集団意識」、「他者配慮の精神」、「コミュニケーショ

ン」の 4 つの特性において、災害時に力を発揮することが認められた。こうした特性は、災害

の備えあるいは防災活動の基礎として働きうると考えられる。福岡市内には、自治会・町内会

が 2,300 存在し、これに対し、スポーツコミュニティは約 2,000 団体存在する。一方、地域の

防災主体である自主防災組織の組織率は 100％で、市内の各校区に自主防災組織が存在する

が、その母体となる自治会等の高齢化や若者と地域の関係の希薄化による担い手不足も影響

し、地域の防災力はまちまちである。災害直後は特に、行政や消防がより緊急を要する救命救

急活動に携わる必要から、公助に依存できない現実に対し、地域では、高齢化や人手不足によ

り地域防災体制が十分に整えられているとは言い難い。 

また、関係者への聞き取りから、発災時の 1）避難所の運営補佐、2）避難時の救援・救護、

3）指定外避難所支援の 3 点において課題が認められたことから、それぞれにおけるスポーツ

コミュニティに期待できる役割を整理し、さらに、それらの役割を、災害マネジメントサイク

ルの考えから「クライシスマネジメント」期（発災直後から復旧・復興まで）と「リスクマネ

ジメント」期（減災および事前準備）に分け、それぞれの期における活動を次の通りに整理し

た。 

1）避難所の運営補佐においては、クライシスマネジメント（CM）として、避難所の設営・

運営に加え、物資の配給支援、さらには被災者の健康維持のためのアクティビティの企画運営

等、リスクマネジメント（RM）として、スポーツ活動の場における防災資材等の確認等。 

2）避難時の救援・救護においては、CM として被災者の地域の避難所への誘導と、RM とし

て要配慮者（要援護者）の確認と避難経路の確認。 

3）指定外避難所支援においては、CM として個別の事情により指定避難所を利用できない

人々に対する物資の調達、RM として指定外避難所の状況把握を可能にするアプリを活用した

事前準備。 

このように、有事を想定した上で平時に必要な取り組みを検討し、スポーツ活動の一環とし

て段階的に防災活動を実施することでスポーツコミュニティの能力を高められることを指摘

し、このようなスポーツコミュニティが各地域で増えていくことで、地域防災力の向上を目指

                                                        

2「信頼」「社会規範」「ネットワーク」といった人々の協調行動の活発化により、社会の効率性を高めることができる社会組織に特

徴的な資本を意味し、従来のフィジカル・キャピタル（物的資本）、ヒューマン・キャピタル（人的資本）などとならぶ新しい概念。

（出典：「地域保健対策検討会報告書（平成 24 年 3 月 27 日）」（厚生労働省）） 
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すことができるという構想をまとめた。これにより、地域コミュニティ振興に関わる方たちへ

「防災×スポーツ」の概念を説明し、実際の地域で展開していく方法を探った。 

 

 

図 1 昨年度研究内容及び「防災×スポーツ」の要点をまとめた画 

 

 

 

（２）地域との関係性 

スポーツコミュニティでは、日常的なスポーツ活動を通して災害時に役に立つ４つの特性を

培うことができている。そのため、防災知識を浸透させることで、災害時の諸活動の担い手、

つまり自主防災組織の補佐的役割を担うことが期待できる（図 2 上）。この観点から、地域に

おける防災活動と災害時に役立つ４つの特性を身につける方策として、地域住民が「防災×ス

ポーツ」の要素を持ったワークショップへ参加することで、防災意識を高め、４特性を身につ

けることが期待できるのではないかと考えた（図 2 下）。 



- 8 - 

 

 

図 2 「防災×スポーツ」概念図 

 

  



- 9 - 

 

２.「防災×スポーツ」アクティビティメニューの検討 

災害時に役立つスポーツコミュニティの 4 つの特性、「判断力・行動力」、「集団意識」、「他

者配慮の精神」、「コミュニケーション」を、体を動かしながら習得できることを目指す「防災

×スポーツ」のアクティビティメニュー（活動内容）の検討を行った。 

昨年度、福岡市内のサッカークラブの子ども達を対象に実施した「防災×スポーツ」ワーク

ショップで行ったアクティビティ（運動）は、「バランス＆ステップ」、「音ゲーム」、「防災ゲー

ム」、「鬼ごっこ」、「試合形式」である。それぞれのアクティビティの防災要素を一覧で整理

し、スポーツコミュニティの 4 つの特性のうちどの特性を得ることができるか、またどういう

理由でその特性を得ることができるかを示した（表１）。 

アクティビティメニューは、ワークショップでの実施だけでなく、既存のスポーツコミュニ

ティが、スポーツ活動の一環である準備運動として実施することも可能である。例えば、「音ゲ

ーム」は、笛の音の数と同じ人数で集まって座るというアクティビティである。音に反応して

瞬時に周囲の状況を見ながら行動する「判断力・行動力」や、人数がそろっているかを集まっ

た人たちで確認する「コミュニケーション」などの能力を備えることが期待される。 

また、対象年齢や、実施に必要な時間、人数、スペース、アイテムなどの条件に応じて、ワ

ークショップの規模や参加者に合ったアクティビティメニューもあわせて検討した。 

 

表 1 運動別防災要素一覧 

運動 内容 判断力・行動力 集団意識 他者配慮 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

バランス＆ステップ 
指導者の動きや姿

勢を真似ながら、

バランストレーニ

ング、ステップト

レーニング、ボー

ルを使ったコーデ

ィネーショントレ

ーニング3を行う 

動きや姿勢を目で

確認しながら、自

分の体をコントロ

ールする 

同じ動きを

しようとチ

ャレンジす

る仲間意識 

周囲の人に

ぶつからな

いように意

識する 

 

音ゲーム 
笛の音が聞こえた

ら、その音の数と

同じ人数と一緒に

座る 

笛の音の数に応じ

て瞬時に対応を判

断する 

人数がそろ

ったらなる

べく早く一

緒に座ると

いう共通認

識 

笛の音を聞

くと同時に

周囲の状況

を見極める 

一緒に座る

人数が笛の

音の数と同

じか確認し

合う 

                                                        

3 旧東ドイツにおいてトップアスリート育成のために 1970 年代から研究・開発されている、主に神経系に視点を置いたトレーニン

グ方法。具体的には 7 つに分類された能力（リズム能力、連結能力、変換能力、反応能力、分化能力、バランス能力、定位能力）に視

点を置き、それらを総合的に向上させるために行われる。（出典：平井博史, 笠原愛：小学校の体育の授業にコーディネーショントレー

ニングを取り入れて体力・運動能力測定値を向上させる方法の研究-三重県いなべ市における実践-. 中部学院大学・中部学院大学短期大

学部教育実践研究第１巻(2016）, pp.181-188, 2016-3） 
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防災ゲーム 

 

指導者が発する災

害を想定した言葉

に合わせて行動を

とる。言葉が「火

事」であれば口を

手でふさぎ、「地

震」であれば頭を

抱えて座る 

聞こえた言葉に瞬

時に反応し、行動

する 

 周囲の人に

ぶつからな

いように意

識する 

 

鬼ごっこ 

 

①決められた人数

で手をつないでい

る時は鬼に捕まら

ない「手つなぎ鬼

ごっこ」 

②枠内に複数個ボ

ールを入れ、それ

を持っている人は

捕まらない「ボー

ル鬼ごっこ」 

決められた人数に

応じ、手をつなぐ

かどうかを判断す

る 

鬼に捕まら

ないために

共に協力す

る 

逃げる仲間

を助けるた

めの行動を

考える 

ボール保持

者がボール

を持たない

仲間を助け

るために声

掛けを行う 

試合形式 

 

2 つのチームに分

かれてサッカーの

試合を行う 

刻々と変化する状

況下でどのように

プレーするかを判

断する 

得点に向け

て協力しな

がらパスを

回しゴール

へ近づく 

ボールに触

れていない

仲間への配

慮 

状況に合わ

せて声掛け

を行う 

 

以上の整理をもとに、今年度の「防災×スポーツ」のワークショップ内容として、①風船リ

フティング×防災知識、②手繋ぎドリブル×防災クイズ、③ウォーキングサッカー4の実施を決

めた。それぞれのアクティビティは、表２のように４つの特性を習得することを目的に組み合

わせた。 

 

  

                                                        

4 高齢になってもサッカーを楽しむために作られたイングランド発祥のスポーツ。走らない、ボディコンタクト禁止、1.8m 以上の

高さにボールを蹴り上げないなどのルールに従い、フットサルコートのサイズで行うサッカー。老若男女問わず楽しめる。 

① 

② 
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表 2 アクティビティメニューと習得特性 

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ 内容 判断力・行動力 集団意識 他者配慮 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

①風船リフティン

グ×防災知識 

グループで手を繋いで

輪になり、風船を落と

さないように蹴り上げ

ながら前進する。防災

備品をひとつずつ言い

ながら進む。手を繋ぐ

ことで行動の制限がで

き他者配慮が必要にな

る 

風船の不安定な動

きに合わせ、多方

向（前向き、横向

き、後ろ向き）へ

のキックを判断す

る 

風船を地面

に落とさな

いように協

力しながら

進む。防災

備品を思い

出せる人が

積極的に発

言する 

グループ内

での各人の

キック力の

強弱に対応

し行動する 

風船保持者

から他の仲

間が風船を

受け取るた

めに声掛け

を行う 

②手繋ぎドリブル

×防災クイズ 

グループで手を繋いで

輪になり、ボールを囲

んで蹴りながら目標物

（防災クイズの答え

（〇か×）として選択

したマーカー）を回っ

てスタート地点に戻っ

てくる。クイズの答え

（図8）は終了後に配

布し持ち帰ってもらう 

前進するために、

多方向（前向き、

横向き、後ろ向

き）へのキックを

判断する 

クイズの答

えをグルー

プで考え、

決断する 

グループ内

での各人の

キック力の

強弱に対応

し行動する 

ボール保持

者から他の

仲間がボー

ルを受け取

るために声

掛けを行う 

③ウォーキングサ

ッカー 

 

走ったりボールを頭よ

りも高く蹴ったりして

はいけないサッカー。

走らないことでスピー

ドが通常のサッカーよ

りも遅くなり、より多

くのコミュニケーショ

ンを取ることができ

る。他者と協力してゴ

ール目指す 

ボールの動きに合

わせた判断と行動

を行う 

得点制に合

わせ、グル

ープごとに

戦略会議を

行う 

他者の身体

能力を考慮

しながら自

分の行動を

調整する 

ボールをパ

スする際や

パスを受け

る際に声掛

けを行う 
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３. 令和元年度簀子防災訓練「防災×スポーツ」ワークショップ 

2019 年 11 月初旬、福岡市中央区役所と簀子自治連合会の協力のもと、簀子地域の防災訓練

の一環として「防災×スポーツ」ワークショップを実施した。 

2014 年に閉校した旧福岡市立簀子小学校のグラウンドと校舎を使用した当日の訓練内容は、

「防災×スポーツ」のほかに、「段ボールベッド作成体験」、「防災倉庫資機材展示」、「非常持ち

出し品を考えるコーナー」、「防災クイズ」、「おいしい非常食試食体験」、「段ボールスリッパ展

示」、「分団消防車放水体験」、「子ども消防服試着体験」であった。会場では、各訓練への参加

を促す目的で、スタンプラリーが開催され、参加者たちは、受付で配布されるスタンプラリー

の台紙（図３，４）を手に各ブースを訪れ、訓練に参加した。 

 

 

図 3 防災訓練主催者・協力者作成のスタンプラリー台紙（表面） 

 

 

図 4 防災訓練主催者・協力者作成のスタンプラリー台紙（裏面） 
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また、「防災×スポーツ」のアクティビティ参加者だけでなく、アクティビティを見学する方

たちにも「防災×スポーツ」の概念を周知するため、その概念の一部を紹介する A5 サイズの

チラシを作成した（図 5）。災害時に活用できるスポーツコミュニティの 4 つの特性のイラスト

を描いたチラシを「防災×スポーツ」のブースに設置し、訪れた訓練参加者たちへ配布した。 

 

 

図 5 防災訓練で配布した「防災×スポーツ」の紹介チラシ 
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防災訓練「防災×スポーツ」ワークショップ概要 

 

■ 日時・場所 

○ 日時：2019 年 11 月 10 日（日）10 時～12 時 

○ 場所：令和元年度簀子防災訓練（旧福岡市立簀子小学校グラウンド） 

 

■ 対象者 

○ 「令和元年度簀子防災訓練」参加者（簀子校区を中心とする福岡市民など） 

 

■ 背景 

○ 阪神大震災後の調査では、地震によって倒壊した建物から救出され約 8 割の人が家族や

近所の住民が救出したということが明らかになっている。 

○ 自治会や町内会等の地域コミュニティでは、加入率の低下、活動への参加度の低さ、防

災訓練実施率の低さ、自治会役員の高年齢化等、いくつもの要因が重なり、防災主体と

しての能力の低下が懸念される。 

○ 総務省による防災教育のねらいが「備え」「繋がり」「知識」の三つに要約されるよう

に、スポーツコミュニティがもともと持つ体力的な「備え」「繋がり」は防災に大きく

寄与しうる。 

○ スポーツコミュニティは、本来有する能力を活かすと同時に、平時からの備えと非常時

の機動力の両方を満たす地域の防災コミュニティとして活躍することが期待できる。 

 

 

図 6 「防災と×スポーツ」の趣旨を説明するスライド 
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■ 目的 

○ スポーツにおけるコミュニケーションを通じて、初対面同士のコミュニケーションのハ

ードルを下げ、地域住民間のコミュニケーションを円滑にする。 

○ スポーツプログラムを通じ他者配慮の精神を醸成し共助へつなげていく。 

○ 身体的な活動と防災クイズなどを合わせることにより、より楽しく、ポジティブに防災

意識を醸成する。 

 

■ 内容 

① 風船リフティング×防災知識 

グループで手を繋いで輪になり、風船を足で蹴りながら地面に落とさないように、また

防災備品をひとつずつ言いながら進む。手を繋ぐことで行動の制限ができ、他者を配慮

しながら行うアクティビティである。 

② 手繋ぎドリブル×防災クイズ 

グループで手を繋いで、ボールを囲み、蹴りながら目標物（防災クイズの答えとして選

択したマーカー）を回ってスタート地点に戻ってくる。運動と思考を組み合わせたアク

ティビティ。クイズの答え（図 8）は終了後に配布し持ち帰ってもらう。 

③ ウォーキングサッカー 

走ったりボールを頭よりも高く蹴ったりしてはいけないサッカー。走らないことでスピ

ードが通常のサッカーよりも遅くなり、より多くのコミュニケーションを取ることが可

能となる。他者と協力してゴール目指す。 

 

 

図 7 簀子防災訓練「防災×スポーツ」参加者説明用プログラムのパネル 
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図 8 アクティビティ②で使用した防災に関連するクイズおよび終了後に配布した答え 

 

 

■ 活動報告 

「防災×スポーツ」ワークショップの防災訓練での実施は初めての試みであった。内容の改

善の余地は十分あるが、防災訓練参加率への貢献や、楽しみながら災害について学び、備える

という取り組みとして、今後も実施を続けていく価値があることが、参加者の反応からわかっ

た。アクティビティの参加者の年齢が低く、防災クイズへの理解が難しいグループの回もあっ

たことは今後の課題である。多様な人が入り混じる地域コミュニティにおいて、コミュニケー

ションの促進と、スポーツという身体活動の中での防災知識の取得が可能であることを示す方

法を模索する必要がある。 

また、「防災×スポーツ」は、受付机における風船の装飾も手伝い、子ども向けの訓練という

印象を与えてしまった可能性があり、大人たちは見学をするだけで参加をためらう場合が多か

った。一方で、子どもが参加を希望した際に親も一緒に参加するように促したことで、親子で

参加するケースもあった。子どもをサポートする形で親がアクティビティに参加したことで、

親と子の両方の動きがスムーズになった。 
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■ アクティビティ 

○ 1 セットの実施回数：4 回（内容①～③を 1 セット×4 回） 

○ 参加人数：35 名（未就学児 6 名・小学生 20 名・中学生 2 名・大人 7 名） 

 

写真 防災訓練「防災×スポーツ」ワークショップ 
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４. 実践における課題と今後の展開 

本研究の活動項目の一つである地域コミュニティ関係者らへの聞き取り5を通じて、退職後に

外出や地域との交流が少なくなった高齢者や、地域との関係性が薄くなりつつある若者、そし

て地域との交流の仕方が分からない外国人在住者の存在が明らかになった。認知症や体力的な

衰えがある高齢者や日本語の理解が十分でない外国人は、災害発生時に支援が必要な「災害時

要援護者（災害弱者）」と認識されている6。しかしながら、防災訓練を含む地域のイベントを

企画する側は、いかにして高齢者、外国人在住者、若者の参加を促すかについて頭を悩ませて

いることも分かった。 

現在各地で実施されている防災訓練では、子育て世代の住民が子どもを連れて参加しやすい

ように、またそのモチベーションを刺激できるように、消防車の展示や、スタンプラリーと組

み合わせた景品の配布、炊き出しの提供など様々な試みが実施されている。 

今回、地域住民の防災訓練への参加率を上げるという観点では、スポーツと組み合わせたア

クティビティを防災訓練の一環として実施したことは、目新しい訓練内容の追加という点で大

いに効果があったといえる。「防災×スポーツ」は、子どもや子育て世代の住民だけでなく、若

者や高齢者が、従来とは違った形で防災訓練に参加したり、防災知識を高めたりする機会を創

出できることから、様々な地域での展開を期待したい。 

また、自治協議会や自治連合会の内部には、「防犯防災部」と「体育部」が設置されており、

それぞれが防災関連、スポーツ関連と、別々の企画を担当し活動している。「防災×スポーツ」

は、どちらの切り口からでもアプローチできるため、地域住民のイベントへの参加率向上や、

イベント内容の活性化に貢献できる可能性がある。 

例えばウォーキングサッカーは、新たなスポーツとしての魅力がありつつ、年齢や性別の括

りなく一緒に行うことが可能なスポーツである。このことから、コミュニケーション形成に寄

与する「防災×スポーツ」アクティビティメニューの一つとして大いに期待できる。また、サ

ッカーは世界中で愛されているスポーツの一つであり、馴染みのある外国人在住者も多いこと

から、地域の国際化に対応した地域交流の機会創出という点でも適したメニューと言える。 

地域の高齢化が進み、近隣住民とのつながりが希薄化するなか、災害に備え、共助の下準備

を作るためにも、「防災×スポーツ」ワークショップなどの活動を通じ、住民同士のコミュニケ

ーションの機会が増え、ひいては地域の防災力が向上することを願う。 

 

  

                                                        
5 2019 年 7 月 5 日、民間事業者（地域とのつながり構築に貢献する薬局 A 社）への聞き取り調査。2019 年 9 月 4 日、福岡市中央区

役所 総務部 地域支援課 防災・安全安心係への聞き取り調査。2019 年 9 月 4 日、福岡市南区役所 総務部総務課 防災・安全安心係お

よび福岡市南区役所 総務部地域支援課 地域支援係への聞き取り調査。2019 年 9 月 9 日、「ふくおか共創プロジェクト」 共創コネクタ

ーへの聞き取り調査。2019 年 9 月 25 日、福岡市南区 A 校区 自治協議会会長への聞き取り調査。 

6 日本赤十字社「災害時要援護者対策ガイドライン」2006 年 3 月. http://www.jrc.or.jp/vcms_lf/saigaikyugo-3.pdf 
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